
(57)【要約】

【課題】從來のエレクトレットコンデンサマイクロホン

で絶縁機能を行う第１のベースと、導電機能を行う第２

ベースを統合して、バックチャンバーの空間を拡大させ

、感度及び周波数の応答特性を改善させ、工程を簡素化

させて工程費用を節減する。

【解決手段】内部が空き円周型の絶縁体により成った円

筒体の両面に、円周の外径より小さな外径を有するよう

に金属メッキ層が形成されていて、金属メッキ層が円周

の内面にメッキして形成された導電パターン２７８、ま

たはスルーホール２７６やビアホールによって導通され

るように構成し、従来のマイクロホンで絶縁機能を有す

る第１ベースと導電機能を有する第２ベースとを一つの

ベース２７０に統合する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 体 に よ り な っ た 円 筒 体 の 両 面 に 、 円 周 の 外 径 よ り 小 さ い 外 径 を
有 す る よ う に 金 属 メ ッ キ 層 が 形 成 さ れ 、 該 金 属 メ ッ キ 層 が 円 周 の 内 面 に メ ッ キ し て 形 成 さ
れ た 導 電 パ タ ー ン 、 ま た は ス ル ー ホ ー ル や ビ ア ホ ー ル に よ っ て 導 通 さ れ る よ う に 構 成 さ れ
、 マ イ ク ロ ホ ン で 絶 縁 機 能 を 有 す る 第 １ ベ ー ス と 導 電 機 能 を 有 す る 第 ２ ベ ー ス が 一 つ の ベ
ー ス に 統 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 用 統 合 ベ
ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 絶 縁 体 は 、 グ ラ ス エ ポ キ シ 系 列 、 樹 脂 系 列 或 い は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 系 列 の 絶 縁 体 印 刷 基 板 に
よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 用 統
合 ベ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 底 面 に 音 孔 が 形 成 さ れ た ケ ー ス と 、
　 前 記 ケ ー ス と 電 気 的 に 接 続 さ れ て 前 記 音 孔 を 通 し 入 力 さ れ た 音 圧 に よ っ て 振 動 す る 振 動
板 と 、
　 前 記 振 動 板 と ス ペ ー サ を 間 に 置 い て 対 向 し て い て 、 金 属 板 の 外 側 に 高 分 子 フ ィ ル ム が 接
着 さ れ て エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ た 背 極 板 と 、  
　 前 記 背 極 板 を 前 記 ケ ー ス と 絶 縁 さ せ る た め の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ と 、
　 内 部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 体 に よ り 成 っ た 円 筒 体 の 両 面 に 円 周 の 外 径 よ り 小 さ な 外 径 を 有
す る よ う に 金 属 メ ッ キ 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 金 属 メ ッ キ 層 が 導 電 手 段 に よ っ て お 互 い 導 通 さ
れ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 背 極 板 を 支 持 す る と 共 に 前 記 背 極 板 を Ｐ Ｃ Ｂ に 実 装 さ れ た Ｉ Ｃ
の 信 号 入 力 接 続 端 子 と 電 気 的 に 導 通 さ せ る 統 合 ベ ー ス と 、
　 前 記 統 合 ベ ー ス に 支 持 さ れ て 上 記 背 極 板 と 共 に 内 部 に バ ッ ク チ ャ ン バ ー を 形 成 し て 、 回
路 部 品 が 実 装 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。  
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 背 極 板 絶 縁 リ ン グ は 、 前 記 背 極 板 絶 縁 リ ン グ の 内 径 が 前 記 統 合 ベ ー ス の 内 径 よ り 大
き く 、 前 記 背 極 板 の 外 径 を 前 記 統 合 ベ ー ス の 内 径 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。  
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 導 電 手 段 は 、 前 記 円 筒 体 の 周 面 に メ ッ キ し て 形 成 さ れ た 導 電 パ タ ー ン ま た は 円 筒 体
の 内 部 に 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル や ビ ア ホ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に 関 し 、 詳 し く は 、 エ レ ク ト レ ッ ト コ
ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 構 造 を 変 更 し て 背 極 板 の 大 き さ を 増 加 さ せ バ ッ ク チ ャ ン バ ー の 空
間 を 拡 大 さ せ て 性 能 を 向 上 さ せ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 及 び そ の ベ ー ス
に 関 す る 。  
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 に 関 連 す る 従 来 技 術 は 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
　 図 1は 、 従 来 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 示 し た 概 略 図 で あ る 。 従 来 の
エ レ ク ト レ ッ ト マ イ ク ロ ホ ン １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ た よ う に 、 円 筒 型 の 金 属 に よ り な る
ケ ー ス １ １ と 、 導 体 に よ り な る ポ ラ リ ン グ (Polar ring)１ ２ ａ 、 振 動 膜 １ ２ ｂ 、 ス ペ ー サ
１ ３ 、 背 極 板 １ ４ 、 絶 縁 体 に よ り な る リ ン グ 型 の 第 １ ベ ー ス １ ５ 、 導 体 に よ り な る 第 ２ ベ
ー ス １ ６ 、 回 路 部 品 が 実 装 さ れ て い て 接 続 端 子 が 形 成 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ １ ７ に よ り 構 成 さ れ て
い る 。 こ こ で 、 ポ ラ リ ン グ １ ２ ａ に 振 動 膜 １ ２ ｂ が 接 着 さ れ た 一 体 型 に 振 動 板 １ ２ を 構 成
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す る こ と も あ り 、 背 極 板 １ ４ は 金 属 導 体 板 １ ４ ｂ に 高 分 子 フ ィ ル ム １ ４ ａ が 付 着 さ れ て 、
高 分 子 フ ィ ル ム １ ４ ａ に エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ た 構 造 に よ り な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 １ ０ － ２ ０ ０ ２ － ０ ０ ８ ８ ９ ０ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 か か る 従 来 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は 支 持 力 の た め に 相 対
的 に 厚 い 第 １ ベ ー ス １ ５ に よ っ て 背 極 板 １ ４ を ケ ー ス １ １ と 絶 縁 さ せ る の で 、 前 記 背 極 板
１ ４ の 大 き さ が 制 限 さ れ て 、 第 １ の ベ ー ス １ ５ の 内 側 に 、 更 に 第 ２ の ベ ー ス １ ６ を 挿 入 す
る の で 、 バ ッ ク チ ャ ン バ ー の 空 間 が 狭 く な っ て 性 能 向 上 が 難 し い と い う 問 題 あ る 。 す な わ
ち 、 絶 縁 ベ ー ス リ ン グ １ ５ に 金 属 ベ ー ス リ ン グ １ ６ を は め こ ん で 使 用 す る 従 来 の 構 造 は 、
二 重 の リ ン グ を 使 用 す る こ と で 、 リ ン グ の 内 径 が 縮 小 さ れ て バ ッ ク チ ャ ン バ ー (back cham
ber)の 空 間 が 狭 く な る と 共 に 、 場 合 に よ っ て は 背 極 板 １ ４ が 絶 縁 ベ ー ス リ ン グ １ ５ の 中 に
は め こ ん で 組 立 て な け れ ば な ら ず 、 そ の 結 果 、 前 記 背 極 板 １ ４ の 面 積 が 狭 く な り こ れ に よ
っ て 対 向 す る 振 動 膜 １ ２ bの 面 積 も せ ま く な っ て 感 度 及 び 周 波 数 応 答 特 性 な ど 音 響 学 的 な
特 性 が 不 利 に な る と い う 問 題 が あ る 。  
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に 伴 う 上 記 問 題 を 解 決 す る た
め に な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 從 來 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン で
絶 縁 機 能 を 行 う 第 １ の ベ ー ス と 、 導 電 機 能 を 行 う 第 ２ ベ ー ス を 統 合 し て 、 バ ッ ク チ ャ ン バ
ー の 空 間 を 拡 大 し 得 る 統 合 ベ ー ス を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 前 記 統 合 ベ ー ス を 使 用 す る と 共 に 、 背 極 板 の 絶 縁 の た め に 別 途 の
絶 縁 リ ン グ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 前 記 背 極 板 の 大 き さ を 拡 大 さ せ て 性 能 を 改 善 さ せ た
エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 す る こ と で あ る 。  
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 統 合 ベ ー ス は 内 部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 体 に よ り な
る 円 筒 体 の 両 面 に 、 円 周 の 外 径 よ り 小 さ な 外 径 を 有 す る よ う に 金 属 メ ッ キ 層 が 形 成 さ れ 、
該 金 属 メ ッ キ 層 が 前 記 円 筒 体 の 周 面 の 全 部 、 或 い は 、 一 部 に 形 成 さ れ た 導 電 パ タ ー ン 、 ま
た は 、 円 筒 体 の 内 部 に 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル や ビ ア ホ ー ル (Via hole)に よ っ て 導 通 さ れ
る よ う に 構 成 さ れ 、 従 来 の マ イ ク ロ ホ ン で 絶 縁 機 能 を 行 う 第 １ ベ ー ス と 導 電 機 能 を 行 う 第
２ ベ ー ス が 一 つ の ベ ー ス に よ り 統 合 さ て い る こ と を 特 徴 と す る 。  
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 更 に 他 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン は 底 面 に 音 孔 が 形 成 さ れ
た ケ ー ス と 、 前 記 ケ ー ス と 電 気 的 に 接 続 さ れ て 前 記 音 孔 を 通 し 入 力 さ れ た 音 圧 に よ っ て 振
動 す る 振 動 板 と 、 前 記 振 動 板 と ス ペ ー ス を 間 に 置 い て 対 向 し 、 金 属 板 の 外 側 に 高 分 子 フ ィ
ル ム が 接 着 さ れ て エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ た 背 極 板 と 、 前 記 背 極 板 を 前 記 ケ ー ス と 絶 縁
さ せ る た め の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ と 、 内 部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 体 に よ り な る 円 筒 体 の 両 面 に
、 円 周 の 外 径 よ り 小 さ な 外 径 を 有 す る よ う に 金 属 メ ッ キ 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 金 属 メ ッ キ 層
が 導 電 手 段 に よ っ て 導 通 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て 、 前 記 背 極 板 を 支 持 す る と 共 に 、 前 記 背
極 板 を Ｐ Ｃ Ｂ に 実 装 さ れ た Ｉ Ｃ の 信 号 の 入 力 接 続 端 子 と 電 気 的 に 導 通 さ せ る 統 合 ベ ー ス 及
び 前 記 統 合 ベ ー ス に 支 持 さ れ て 背 極 板 と 共 に 、 内 部 に バ ッ ク チ ャ ン バ ー を 形 成 し 回 路 部 品
が 実 裝 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 背 極 板 絶 縁 リ ン グ は 、 前 記 背 極 板 絶 縁 リ ン グ の 内 径 が 前 記 統 合 ベ ー ス の 内
径 よ り 大 き く て 、 前 記 背 極 板 の 外 径 を 前 記 統 合 ベ ー ス の 内 径 よ り 大 き く で き 、 前 記 統 合 ベ
ー ス の 円 筒 体 は グ ラ ス エ ポ キ シ (glass epoxy)系 列 、 樹 脂 系 列 、 或 い は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 系 列 の 絶
縁 体 印 刷 基 板 に よ り 成 り 、 前 記 導 電 手 段 は 前 記 円 筒 体 の 周 面 の 全 部 、 或 い は 、 一 部 に 形 成
さ れ た 導 電 パ タ ー ン ま た は 、 円 筒 体 の 内 部 に 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル や ビ ア ホ ー ル で あ る
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こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 背 極 板 の 大 き さ を 増 加 さ せ て バ ッ ク チ ャ ン バ ー の 空 間 を 拡
大 さ せ て 、 感 度 及 び 周 波 数 の 応 答 特 性 を 改 善 さ せ 、 工 程 を 簡 素 化 さ せ て 工 程 費 用 を 節 減 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 統 合 ベ ー ス は 、 Ｐ Ｃ Ｂ 技 術 を 用
い て 内 部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 体 を Ｐ Ｃ Ｂ 基 板 よ り 形 成 し た 後 、 基 板 の 両 方 の 内 側 に 円 周 の
外 径 よ り 小 さ な 外 径 を 有 す る よ う に 、 金 属 メ ッ キ 層 を 形 成 し て 両 方 の 金 属 メ ッ キ 層 を 導 通
さ せ た も の で あ る 。 こ の 場 合 、 両 方 の 金 属 メ ッ キ 層 を 導 通 さ せ る 方 法 に よ っ て 、 実 施 例 １
と 実 施 例 ２ に 区 分 し て 説 明 す れ ば 、 実 施 例 １ は 円 周 の 内 面 に 金 属 メ ッ キ パ タ ー ン を 形 成 し
て 両 方 の 金 属 メ ッ キ 層 を 連 結 す る こ と で あ り 、 実 施 例 ２ は Ｐ Ｃ Ｂ 基 板 の 円 筒 体 の 内 部 に ス
ル ー ホ ー ル や ビ ア ホ ー ル を 形 成 し て 両 方 の 金 属 メ ッ キ 層 を 連 結 し た も の で あ る 。 　
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ っ て 改 善 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 主 要 部 品
拡 大 図 で あ る 。  本 発 明 に よ っ て 改 善 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン 用 の 部 品 は 、 図 ２ に 図 示 さ れ る
よ う に 、 背 極 板 ２ ６ ０ を ケ ー ス (図 ３ の 符 号 ２ １ ０ )と 絶 縁 さ せ る た め の 別 途 の 背 極 板 絶 縁
リ ン グ ２ ５ ０ が あ り 、 従 来 の 絶 縁 機 能 を 行 う 第 １ ベ ー ス と 導 電 機 能 を 行 う 第 ２ ベ ー ス が 一
つ の 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ に よ り な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ は 、 モ ー ル ド 成 形 で な い Ｐ Ｃ Ｂ 製 造 技 術 に よ り 製 造 さ れ て 内
部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 体 ２ ７ ２ の 上 、 下 面 に 金 属 メ ッ キ (plating)を 行 っ て 金 属 メ ッ キ 層
２ ７ ４ を 形 成 し 、 円 周 型 の 絶 縁 体 ２ ７ ２ の 周 面 に 導 電 パ タ ー ン ２ ７ ８ を 形 成 し て 上 、 下 面
の 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ が 電 気 的 に 導 通 さ れ る よ う に し て 絶 縁 ベ ー ス リ ン グ と 金 属 ベ ー ス リ
ン グ を 一 体 化 し た こ と で あ る 。 す な わ ち 、 絶 縁 円 筒 体 ２ ７ ２ が 絶 縁 機 能 を 行 っ て 絶 縁 筒 体
２ ７ ２ で 前 記 背 極 板 ２ ６ ０ と 接 触 さ れ る 一 面 と 、 Ｐ Ｃ Ｂ (図 ３ の 符 号 ２ ８ ０ )と 接 触 さ れ る
他 面 の 内 側 に 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ を 形 成 し た 後 、 こ の 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ を 導 電 パ タ ー ン
２ ７ ８ に 連 結 し て 両 方 の 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ が 導 通 さ れ る よ う に す る こ と に よ っ て 導 電 機
能 を 提 供 す る 。 こ の 時 、 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ の 外 径 は 絶 縁 円 筒 体 ２ ７ ２ の 外 径 よ り 小 さ く
し て 、 ケ ー ス ２ １ ０ と 電 気 的 に 接 触 さ れ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。 こ こ で 、 絶 縁 円
筒 体 ２ ７ ２ は 、 グ ラ ス エ ポ キ シ 系 列 、 樹 脂 系 列 、 或 い は 、  Ｐ Ｖ Ｃ 系 列 の 絶 縁 体 の 印 刷 基
板 に よ り 具 現 す る こ と が 望 ま し い 。  
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン は 、 統 合 ベ ー ス の 内 径 が 従 来 に 比 べ て 大 き
く な る こ と に よ っ て 、 バ ッ ク チ ャ ン バ ー の 体 積 を 大 き く で き 、 感 度 及 び 周 波 数 の 応 答 特 性
を 大 幅 に 改 善 さ せ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン は エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ た 背 極 板 ２ ６ ０ に だ け 、 別
途 の 絶 縁 リ ン グ ２ ５ ０ を 使 用 し て 背 極 板 ２ ６ ０ を 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ と 独 立 さ せ る こ と に よ
っ て 、 背 極 板 ２ ６ ０ の 面 積 を 大 き く し て エ レ ク ト レ ッ ト の 強 度 を 増 加 さ せ る と 共 に 、 対 向
す る 振 動 板 ２ ３ ０ の 面 積 も 向 上 さ せ て 性 能 を 改 善 す る 。 す な わ ち 、 従 来 に は 厚 い 第 １ ベ ー
ス に よ っ て 背 極 板 を は め こ ん で 絶 縁 さ せ た が 、 本 発 明 で は 統 合 ベ ー ス の 厚 さ よ り 薄 い 別 途
の 絶 縁 リ ン グ ２ ５ ０ よ り 背 極 板 ２ ６ ０ を 絶 縁 さ せ る こ と に よ っ て 、 背 極 板 ２ ６ ０ の 面 積 を
大 き く し て エ レ ク ト レ ッ ト の 強 度 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 分 解 斜 視 図 で あ り 、 図
４ は 、 本 発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 示 し た 組 立 断 面 図 で あ る 。
図 ３ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 に よ る マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ０ は 一 面 が 開 口 に な っ た 円 筒 型 の ケ ー
ス ２ １ ０ に ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ 、 振 動 膜 ２ ３ ０ 、 ス ペ ー サ ２ ４ ０ 、 背 極 板 絶 縁 リ ン グ ２ ５ ０
、 背 極 板 ２ ６ ０ 、 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ 、 Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ が 順 次 に 挿 入 さ れ た 後 、 ケ ー ス ２ １ ０
の 端 部 を カ ッ テ ィ ン グ (cutting)さ せ て 組 立 を 完 了 す る 。  
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ っ て 組 立 が 完 了 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ０ は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 一 面 (
こ れ を 底 面 と 称 す る 。 )が 塞 が れ 、 他 面 が 開 口 に な っ た ケ ー ス ２ １ ０ の 底 面 に ポ ラ リ ン グ
２ ２ ０ と 振 動 膜 ２ ３ ０ が 置 か れ て い て 、 ス ペ ー サ ２ ４ ０ を 間 に 置 い て 振 動 膜 ２ ３ ０ と 背 極
板 ２ ６ ０ が 対 向 位 置 さ れ て い る 。 こ の 時 、 ケ ー ス ２ １ ０ の 底 面 に は 、 多 数 の 音 孔 ２ ０ ２ が
形 成 さ れ て い て 、 振 動 膜 ２ ３ ０ は 導 電 性 維 持 体 で あ る ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ を 通 し ケ ー ス ２ １
０ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る の に 、 振 動 膜 ２ ３ ０ と ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ は 一 体 型 に 形 成 す る こ と
が で き る 。  
　 ま た 、 背 極 板 ２ ６ ０ は 金 属 板 に 有 機 フ ィ ル ム (高 分 子 フ ィ ル ム )が 接 着 さ れ て 構 成 さ れ 、
有 機 フ ィ ル ム (高 分 子 フ ィ ル ム )に は エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ 、 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ で な い
別 途 の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ ２ ５ ０ に よ っ て ケ ー ス ２ １ ０ と 絶 縁 さ れ て い る 。  こ の 時 、 背 極
板 絶 縁 リ ン グ ２ ５ ０ の 内 径 が 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ の 内 径 よ り 大 き い の で 背 極 板 ２ ６ ０ の 外 径
を 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ の 内 径 よ り 大 き く で き る 。  
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 背 極 板 ２ ６ ０ は 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ に よ っ て 支 持 さ れ る と 共 に 、 統 合 背 極 板 ２ ７
０ の 両 面 の 内 側 に 形 成 さ れ た 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ と 導 電 パ タ ー ン ２ ７ ８ に よ っ て Ｐ Ｃ Ｂ 基
板 ２ ８ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 Ｐ Ｃ Ｂ 基 板 ２ ８ ０ に は 、 Ｊ Ｆ Ｅ Ｔ な ど と 如 き 回 路 部 品 ２
８ ２ が 実 装 さ れ 、 ケ ー ス ２ １ ０ の 端 部 が カ ッ テ ィ ン グ (cutting)さ れ て Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ を 内
側 に 圧 着 し て い る 。 ま た 、 背 極 板 ２ ６ ０ と 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ と Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ と に よ っ て 区
切 ら れ た 内 部 空 間 を バ ッ ク チ ャ ン バ ー ２ ０ ４ と 称 す る 。 よ っ て 、 本 発 明 で は 導 体 ベ ー ス を
設 け て な い の で 、 バ ッ ク チ ャ ン バ ー ２ ０ ４ は 、 従 来 の マ イ ク ロ ホ ン の バ ッ ク チ ャ ン バ ー に
比 べ て そ の 体 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ １ ９ 】
　 か か る 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ０ は 、 振 動 膜 ２ ３ ０ は ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ と  ケ ー ス ２
１ ０ を 通 し Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ 回 路 と 電 気 的 に 連 結 し 、 背 極 板 ２ ６ ０ は 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ の 金 属
メ ッ キ 層 ２ ７ ４ と 導 電 パ タ ー ン ２ ７ ８ を 通 し Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ 回 路 と 電 気 的 に 連 結 し て 電 気 的
な 回 路 を 構 成 し て い る 。  
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ０ は 、 外 部 の 音 波 に よ っ て 空 気 が ケ ー ス ２
１ ０ の 音 孔 ２ ０ ２ を 通 し マ イ ク ロ ホ ン の 内 部 へ 入 力 さ れ る と 、 こ の 音 圧 に よ っ て 振 動 膜 ２
３ ０ が 振 動 す る と 同 時 に 、 背 極 板 ２ ６ ０ に 形 成 さ れ た 通 孔 ２ ６ ０ aを 通 し て Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０
と 背 極 板 ２ ６ ０ の 間 に 形 成 さ れ た バ ッ ク チ ャ ン バ ー ２ ０ ４ に 流 入 さ れ る 。 こ の 時 、 音 孔 ２
０ ２ を 通 し 流 入 さ れ た 音 圧 に よ っ て 振 動 膜 ２ ３ ０ が 振 動 す れ ば 、 振 動 膜 ２ ３ ０ と 背 極 板 ２
６ ０ と の 間 隔 が 変 わ る こ と に な る 。 そ し て 、 音 圧 に よ っ て 間 隔 が 変 わ る と 、 振 動 膜 ２ ３ ０
と 背 極 板 ２ ６ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 靜 電 容 量 が 変 化 さ れ て 音 波 に よ る 電 気 的 な 信 号 (電 圧 )
の 変 化 を 得 る こ と が で き て 、 こ の 信 号 が Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ に 実 装 さ れ た Ｊ Ｆ Ｅ Ｔ 等 の Ｉ Ｃ に 伝
え ら れ て 増 幅 さ れ た 後 、 接 続 端 子 (図 示 せ ず )を 通 し 外 部 に 転 送 さ れ る 。  
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ っ て 改 善 さ れ た 実 施 例 ２ の 主 要 部 品 拡 大 図 で あ り 、 図 ６ は 、 本 発 明
に よ る 実 施 例 ２ の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 示 し た 組 立 断 面 図 で あ る 。 本
発 明 に よ る 実 施 例 ２ の 主 要 の 部 品 は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 背 極 板 ２ ６ ０ を ケ ー ス ２ １ ０
と 絶 縁 さ せ る た め の 別 途 の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ ２ ５ ０ が あ り 、 従 来 の 絶 縁 機 能 を 行 う 第 １ ベ
ー ス と 、 導 電 機 能 を 行 う 第 ２ ベ ー ス が  一 つ の 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ に よ り 成 さ れ て い る 。  
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ は 、 モ ー ル ド 成 形 で な い Ｐ Ｃ Ｂ 製 造 技 術 に よ っ て 製 造 さ れ て
、 内 部 が 空 き 円 周 型 の 絶 縁 円 筒 体 ２ ７ ２ の 上 、 下 面 に 金 属 メ ッ キ を 行 っ て 金 属 メ ッ キ 層 ２
７ ４ を 形 成 し 、 円 周 型 の 絶 縁 円 筒 体 ２ ７ ２ の 内 部 に ス ル ー ホ ー ル ２ ７ ６ を 形 成 し て 、 上 、
下 面 の 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ が 電 気 的 に 導 通 さ れ る よ う に し て 絶 ベ ー ス リ ン グ と 金 属 ベ ー ス
リ ン グ を 一 体 化 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 絶 縁 円 筒 体 ２ ７ ２ が 絶 縁 機 能 を 行 っ て 絶 縁 円
筒 体 ２ ７ ２ で 背 極 板 ２ ６ ０ と 接 触 さ れ る 一 面 と 、 Ｐ Ｃ Ｂ ２ ８ ０ と 接 触 さ れ る 他 面 の 内 側 に
金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ を 形 成 し た 後 、 こ の 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ を ス ル ー ホ ー ル (through hol
e)２ ７ ６ や ビ ア ホ ー ル に 連 結 し て 、 両 方 の 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ が 導 通 さ れ る よ う に す る こ
と に よ っ て 導 電 機 能 を 提 供 す る 。 こ の 時 、 金 属 メ ッ キ 層 ２ ７ ４ の 外 径 は 絶 縁 円 筒 体 ２ ７ ２
の 外 径 よ り 小 さ く し て 、 ケ ー ス ２ １ ０ と 電 気 的 に 接 触 さ れ な い よ う に し な け れ ば な ら な い
。 こ こ で 、 絶 縁 体 ２ ７ ２ は グ ラ ス エ ポ キ シ 系 列 、 樹 脂 系 列 或 い は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 系 列 の 絶 縁 体 の
印 刷 基 板 よ り 具 現 す る こ と が 望 ま し い 。  
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 ２ の マ イ ク ロ ホ ン は 、 統 合 ベ ー ス の 内 径 が 従 来 に 比 べ て 大
き く な る こ と に よ っ て 、 ベ ッ ク チ ャ ン バ ー の 体 積 を 大 き く で き て 感 度 及 び 周 波 数 の 応 答 特
性 を 大 幅 に 改 善 さ せ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ っ て 組 立 が 完 了 さ れ た 実 施 例 ２ の マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ０ は 、 図 ６ に 示 し た よ う
に 一 面 が ふ さ が っ て い て 他 面 が 開 口 に な っ た ケ ー ス ２ １ ０ の 底 面 に ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ と 振
動 膜 ２ ３ ０ が 置 か れ て い て ス ペ ー サ ２ ４ ０ を 間 に 置 い て 振 動 膜 ２ ３ ０ と 背 極 板 ２ ６ ０ が 対
向 さ れ て い る 。 こ の 時 、 ケ ー ス ２ １ ０ の 底 面 に は 、 多 数 の 音 孔 ２ ０ ２ が 形 成 さ れ て い て 、
振 動 膜 ２ ３ ０ は 導 電 性 の 維 持 体 で あ る ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ を 通 し ケ ー ス ２ １ ０ と 電 気 的 に 接
続 さ れ る の に 、 振 動 膜 ２ ３ ０ と ポ ラ リ ン グ ２ ２ ０ は 一 体 型 に 形 成 す る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 実 施 例 ２ の 構 成 は 先 に 、 説 明 し た 通 り 、 統 合 ベ ー ス ２ ７ ０ の 両 方 の 金 属 メ ッ
キ 層 ２ ７ ４ を ス ル ー ホ ー ル や ビ ア ホ ー ル ２ ７ ６ を 用 い て 導 電 さ せ る と い う 点 を 除 い て は 実
施 例 １ の 構 成 と 同 じ な の で 、 こ れ 以 上 の 説 明 は 省 略 す る 。  
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 、 説 明 し た 通 り 、 本 発 明 に よ る マ イ ク ロ ホ ン は 、 従 来 の 絶 縁 機 能 を 行 う 第 １ ベ ー ス
と  導 電 機 能 を 行 う 第 ２ ベ ー ス が 、 一 つ の 統 合 ベ ー ス に よ り 成 さ れ て 、 統 合 ベ ー ス の 内 径
が 従 来 に 比 べ て 大 き く な る こ と に よ っ て 、 バ ッ ク チ ャ ン バ ー の 体 積 を 大 き く で き て 感 度 及
び 周 波 数 の 応 答 特 性 を 大 幅 に 改 善 さ せ る こ と が で き 、 二 重 の ベ ー ス リ ン グ を 使 用 す る こ と
に 比 べ て 、 工 程 を 簡 素 化 さ せ て 工 程 費 用 が 節 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 は エ レ ク
ト レ ッ ト が 形 成 さ れ た 背 極 板 に だ け 別 途 の 絶 縁 リ ン グ を 使 用 し て 、 背 極 板 を 統 合 ベ ー ス と
独 立 さ せ る こ と に よ っ て 、 背 極 板 の 面 積 を 広 め て エ レ ク ト レ ッ ト の 強 度 を 増 加 さ せ る と 同
時 に 、 対 向 す る 振 動 板 の 面 積 も 大 き く さ せ て 性 能 を 改 善 す る こ と が で き る 。  
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ っ て 改 善 さ れ た 実 施 例 １ の 主 要 部 品 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 実 施 例 １ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 実 施 例 １ の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 組 立 断 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 改 善 さ れ た 実 施 例 ２ の 主 要 部 品 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 実 施 例 ２ の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 組 立 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-192178 A 2005.7.14



２ ０ ０ ： 改 善 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン 、 ２ １ ０ ： ケ ー ス 、 ２ １ ２ ： 音 孔 、 ２ ２ ０ ： ポ ラ リ ン グ
、 ２ ３ ０ ： 振 動 膜 、 ２ ４ ０ ： ス ペ ー サ 、 ２ ５ ０ ： 背 極 板 絶 縁 リ ン グ 、 ２ ６ ０ ： 背 極 板 、 ２
７ ０ ： 統 合 ベ ー ス 、 ２ ７ ２ ： 基 板 、 ２ ７ ４ ： 導 電 面 、 ２ ７ ６ ： ス ル ー ホ ー ル 、 ２ ７ ８ ： 導
電 パ タ ー ン 、 ２ ８ ０ ： Ｐ Ｃ Ｂ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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